
2026年

開催日
開演
終演

主催者(お問合せ先)

1 10(土) 第17回打楽祭-和太鼓教室打楽発表会- 15:00 和太鼓教室打楽　代表鷹-TAKA-

月 18:00 090(5557)0339

開催日 入場方法 主催者(お問合せ先)

1 20(火)～ 川島保彦

月 25(日) t-kawashima@mug.biglobe.ne.jp

10(火)～ 令和和歌所（和歌）・黒澤（木版画）

15(日) info@wakadokoro.com 内田

月 17(火)～ 綾展（女流画家桜井浜江先生の門下生による展覧会） 綾展事務局

22(日) yoko.masuda@orion.ocn.ne.jp

・関係者のみ入場の催し物や、リハーサル等は掲載していません。

・この催し物案内は、2025年12月12日にとりまとめたものです。  

・内容、期間、時間、入場方法等は変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

・各催し物の詳細については、主催者までお問い合わせください。

該当施設　三鷹市芸術文化センター　三鷹市美術ギャラリー　三鷹市公会堂

　　　　　　　三鷹市桜井浜江記念市民ギャラリー　三鷹市吉村昭書斎

2026年 　　　                         

　　＊三鷹市美術ギャラリー

   ・2/3（火）～2/6（金）、2/10(火)は、臨時休館いたします。

   ・1/14(水)は展覧会のみ開催し、それ以外の窓口業務は休止いたします。

https://mitaka-sportsandculture.or.jp

第343号　2025年12月28日発行

公益財団法人三鷹市スポーツと文化財団

観覧時間：10:00～18:00（初日は12:00から、最終日は16:00まで）
無　　　料

三鷹市桜井浜江記念市民ギャラリー　〒181-0013 三鷹市下連雀3-42-3 １階

　　　

2
和歌と木版画の出逢いー歌詠み人の心ー　木版画と、令和和歌所の歌人たちが詠んだ和歌を

無　　　料
合わせて展示します。観覧時間：10:00～18:00（初日は12:00から、最終日は17:00まで）

1月 　▶　 2月
三鷹市公会堂　光のホール【催し物ご案内】

　〒181-8555　三鷹市野崎1-1-1　℡0422-29-9868

催  し  物  名 入 場 方 法

無　　　料

催　し　物　名  ・　観　覧　時　間

写真展「原点」　　東京を撮り始めるきっかけとなった近代建築の中から造形美に焦点をあてた
無　　　料

モノクロ写真約17点　観覧時間：10:00～18:00（初日は13:00から、最終日は16:00まで）

◇各施設の休館日◇

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

１月    January

財団は30周年を迎えました

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

２月    February

平素より三鷹市公会堂光のホールをご利用いただきまして、誠にありがとうございます。

光のホールは機器更新のため、現時点での予定ですが、

誠に勝手ながら令和８年１月20日から2月２7日まで使用休止とさせていただきます。

なにとぞご理解賜りますようお願い申し上げます。なお、さんさん館は通常どおり開館しております。

三鷹市吉村昭書斎
〒181-0001 三鷹市井の頭3-3-17 京王井の頭線井の頭公園駅から徒歩3分 電話0422-26-7500
開館時間 10:00-17:30 入館料 交流棟無料、書斎棟100円、年間パスポート300円

*年間パスポートの有効期限は交付日から１年間（同施設の窓口にて販売）

*中学生以下、 障害者手帳を持参の方とその介助者、校外学習の高校生以下と引率教諭は無料 ＊「東京・ミュージアムぐるっとパス」利用可

休館日 月曜日、年末年始（12月29日～1月4日） *月曜日が休日の場合は開館し、休日を除く翌日と翌々日が休館

2024年3月、三鷹市は吉村昭の全うした作家人生と業績をたたえて、仕

事場であった書斎を移築し、三鷹市吉村昭書斎として整備しました。吉村

の暮らした町、井の頭で、書斎と吉村文学をご堪能ください。

交流棟では、吉村と津村の著作を開架し、映像での展示も行います。書斎

棟には、書斎、茶室、展示室があり、書斎は、執筆中の吉村の姿を彷彿さ

せる臨場感あふれる空間に仕上げ、茶室は、吉村の筆による短冊や書を

飾り、往時の様子を再現しています。さらに、吉村と津村の作品や人となり

など、魅力を発信する企画展示を定期的に行います。

施設紹介


